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厚生常任委員会 
 

令和６年１２月１０日午前９時から第１会議室で開かれた。 

 

１．出席委員 

   ◎溝部真紀子      〇濱 眞理子       齋藤 文夫       

井上 卓也       横田 敏文       宮﨑 和彦 

中 川 議 長  

 

２．理事者出席者      

町     長  中西 和夫    副 町 長  加藤 惠三 

総 務 部 長   西巻 昭男    住民生活部次長  北  典子 

福 祉 課 長  中原  潤    同 課 長 補 佐  明石 将樹 

子育て支援課長  佐谷 容子    健康対策課長補佐  徳田 貴世 

国保医療課長  猪川 恭弘    環境対策課長  東浦 寿也 

同 課 長 補 佐  土谷  純    住 民 課 長  峯川 敏明 

 

３．会議の書記 

議会事務局長         福田 善行     同  係  長  吉川 也子 

 

４．審査事項 

   別紙のとおり 
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開会（午前９時） 

署名委員   横田委員、宮﨑委員 

 

おはようございます。 

全委員出席されておりますので、ただいまから、厚生常任委員会を開会し、

本日の会議を開きます。 

初めに、町長の挨拶をお受けします。 中西町長。 

 

（ 町長挨拶 ） 

 

最初に、本委員会の会議録署名委員を私から指名します。 

会議録署名委員に、横田委員、宮﨑委員のお二人を指名します。お二人には

よろしくお願いします。 

本日予定しております審査案件は、お手元に配布しておりますとおりです。 

初めに、１．付託議案、（１）議案第５２号 斑鳩町保育の実施に関する条

例の一部を改正する条例についてを議題とします。 

理事者の説明を求めます。 佐谷子育て支援課長。 

 

おはようございます。 

それでは、議案第５２号 斑鳩町保育の実施に関する条例の一部を改正する

条例についてご説明申しあげます。 

はじめに、議案書を朗読します｡ 

 

（ 議案書朗読 ） 

 

本議案の内容につきましては、議案書の末尾の要旨をもって説明にかえさせ

ていただき、条例改正文、新旧対照表の朗読は省略させていただきますので、

よろしくお願いいたします。 

恐れ入りますが、議案書末尾の条例（要旨）をご覧いただけますでしょう

か。 
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今回の条例改正では、保育サービスを利用する多子世帯の子育て支援のさら

なる充実をはかるため、同時在園の第２子の保育料を無償化します。また、国

における特定教育・保育施設等の利用者負担額及び公定価格の改定に伴い、保

育所等保育料を国基準の保育料の８０パーセントの額とするため、本条例にお

いて所要の改正を行うものであります。 

主な改正内容ですが、（１）同時在園の第２子の保育料の無償化としまし

て、２人目以上の小学校就学前児童が施設を利用する場合の保育料の軽減措置

を拡充し、同時在園の第２子の保育料を現行の４分の１から無償に改正しま

す。 

次に（２）といたしまして、階層区分第８階層における３歳未満児の保育料

を子ども・子育て支援法施行令第４条に定める額の８０％とするものです。 

施行期日でありますが、令和７年４月１日から施行いたします。 

また、改正後の規定は、令和７年４月１日以後の保育料について適用し、同

日前の保育料については、なお従前の例によることとします。 

以上、議案第５２号 斑鳩町保育の実施に関する条例の一部を改正する条例

についての説明とさせていただきます。 

委員皆さまには、よろしくご審議を賜りまして、原案どおり可決いただきま

すようよろしくお願い申しあげます。 

 

説明が終わりましたので、質疑をお受けします。 中川議長。 

 

この第８階層って、所得にしたら年間の所得にしたらどれぐらいの人やねん

やろ。 

 

佐谷子育て支援課長。 

 

第８階層の所得についてのご質問にお答えいたします。世帯の就業状況によ

っても異なりますが、年収およそ１，１３０万円の家庭とされております。以

上です。 
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この第８階層に値する世帯って斑鳩町で何件ぐらいありますねんやろ。 

 

第８階層の保育料変更に影響のある人数についてご回答させていただきま

す。現在の時点で、２人となっております。 

 

ほかにございませんか。 

 

（ な  し ） 

 

これをもって、質疑を終結します。 

お諮りします。本案については、当委員会として、原案どおり可決すること

にご異議ございませんか。 

 

（ 異議なし ） 

 

異議なしと認めます。よって、議案第５２号については、当委員会として、

満場一致で可決すべきものと決しました。 

次に、（２）議案第５３号 令和２年度マスクの取得について（追認）を議

題とします。 

理事者の説明を求めます。 北住民生活部次長。 

 

それでは、議案第５３号 令和２年度マスクの取得について（追認）につい

て、ご説明させていただきます。 

はじめに、議案書を朗読いたします。 

 

（ 議案書朗読 ） 

 

本議案につきましては、新型コロナウイルス感染症予防対策として、町民に

対して配布したマスクについては、議会の議決を経て取得すべきところを、議

会の議決を経ずに取得していたため、追認の議決をお願いするものでありま
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す。 

それでは、本資料の２枚目をご覧いただけますでしょうか。 

はじめに、１．件名についてでありますが、令和２年度使い捨てマスク購入

となります。 

次に、２．名称及び数量についてでありますが、使い捨てマスク６０万枚と

なります。 

次に、３．契約方法についてでありますが、随意契約となります。 

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、町民にマスクを配布する必要が生

じたため、緊急に大量のマスク調達が可能であったことから、地方自治法施行

令第１６７条の２第１項第５号の規定に基づき、競争入札に適さないものに該

当するものとして、随意契約を締結したものであります。 

次に、４．契約金額についてでありますが、２，９９６万４，０００円とな

ります。 

次に、５．契約の相手方についてでありますが、所在地は、大阪府大阪市中

央区平野町１丁目５番１１号、会社名は、株式会社インテリムジャパン、代表

者は、代表取締役 鈴木達男となります。 

次に、６．契約年月日についてでありますが、令和２年５月８日となりま

す。 

この度は、議決をいただくことなく、契約を締結し、取得したことにつきま

しては、大変、重く受け止めております。この度は、大変申し訳ありませんで

した。 

今後、このようなことがないよう、財産の取得など、議会の議決を経るべき

事項について、事務マニュアルの作成及び職員間におけるチェック体制の強化

により、組織的な再発防止対策の徹底に努めてまいります。 

以上、議案第５３号 令和２年度マスクの取得について（追認）について 

の説明とさせていただきます。 

何とぞ温かいご審議を賜り、原案どおりご可決賜りますよう、よろしくお願

い申しあげます。 

 

説明が終わりましたので、質疑をお受けします。 宮﨑委員。 
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これ、使い捨てマスクということで、６０万枚２，９００、ざっと５００円

ぐらいするのかな１枚、５０円か。このインテリムジャパンっていうところと

やられたということで、これは前から契約されていたことはあるんですかね、

それで随意契約しはったんかな。 

 

加藤副町長。 

 

当時、コロナ禍の中でご存知だとは思いますけども、マスクの入手というの

が、ほぼほぼなかなか難しい状況でございました。その中で国のコロナ対策の

補助金を利用した形で、この使い捨てマスクを配布しようということで企画を

させていただいたんですけども、町の関係する今まで取引きのある事業者の中

で様々あたってまいりましたけれども、この当時の単価といたしましても、だ

いたい５０円から７０円１枚当たりしておりました。その妥当な金額で調達で

きる事業者を探させていただいたところ、このなにせ枚数が６０万枚という大

量の枚数でしたので、この１社が調達を可能ということで、あたった中で確認

させていただきましたので、こちらのほうで、随意契約をさせていただいたと

いうことでございます。 

 

濱委員。 

 

この議案についてはね、追認を求めるということでね、今、再発しないよう

にというようなこともありましたけども、当時、このマスクを各家庭にってい

うんですか、配布するにあたってね、とっても大変な状況の中であったことだ

と思います。確かにこうやってしっかりと後になっても追認ということであげ

てくださいましたけども、その当時のことを思ったらね、大変なご苦労をされ

たと思いました、ただ、それだけの意見ですけどもね。 

 

中川議長。 
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こういう財産の取得っていうのは議決いるということやけども、今、マスク

と図書やな、他にはもうないのかな。 

 

西巻総務部長。 

 

端的に言ったらございません。例えば、自動車、消防ポンプ車というのは、

動産ということで議会の議決を得るために、議案としてあげてたんですけど

も、消耗品が動産にあたらないという認識でおりましたんで、その関係で町に

残る過去５年分の支出の方見ましたけども、７００万以上の支出はございませ

んでしたので、これら以外はございません。 

 

それとさっき北次長の説明にあったように、随契理由はコロナ禍で入札して

いる暇がないと、そやから随契で、数も揃っているところと随契したというこ

とやけど、例えばこれ普通に議会の議決取らなあかんいうことわかってても、

入札してたら配布するの遅れるやん。町長専決処分でええねやんな。そうする

んやろな、たぶん。 

 

まったく議長さんがおっしゃるとおり、暇がなければ町長専決処分というこ

とで専決処分をさせていただいて、次の議会に、議会の承認を得る形で出させ

ていただくというふうになるのかなというふうに思っております。以上です。 

 

ほかにございませんか。 

 

（ な  し ） 

 

これをもって、質疑を終結します。 

お諮りします。本案については、当委員会として、原案どおり可決すること

にご異議ございませんか。 

 

（ 異議なし ） 
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異議なしと認めます。よって、議案第５３号については、当委員会として、

満場一致で可決すべきものと決しました。 

次に、（３）議案第５７号 令和６年度斑鳩町国民健康保険事業特別会計補

正予算（第３号）についてを議題とします。 

理事者の説明を求めます。 猪川国保医療課長。 

 

議案第５７号 令和６年度斑鳩町国民健康保険事業特別会計補正予算（第３

号）につきまして、ご説明申しあげます。はじめに議案書を朗読させていただ

きます。 

 

（ 議案書朗読 ） 

 

今回の補正予算は、人事異動に伴います人件費所要額の補正と、保険財政安

定化支援事業の確定に伴います国民健康保険事業費納付金の減額に関するもの

で、歳入歳出それぞれ、１，９６８万１千円を減額し、歳入歳出それぞれ、２

８億４８４万円とするものでございます。 

それでは、補正予算書の予算に関する説明書に基づきまして、ご説明申しあ

げます。 

補正予算書の７ページをお開きいただけますでしょうか。はじめに歳入でご

ざいます。 

第５款 繰入金、第１項 他会計繰入金、第１目 一般会計繰入金でござい

ます。人事異動に伴います人件費所要額で、１，０９６万５千円の減額、県に

納付します令和６年度財政安定化支援事業分納付金の確定に伴います、その繰

入金として８７１万６千円の減額、合計で１，９６８万１千円の減額補正をお

願いするものであります。 

続きまして、９ページをお願いいたします。 

まず、第１款 総務費、第１項 総務管理費、第１目 一般管理費でござい

ます。 

歳入で申しあげました人件費所要額で、９３３万５千円の減額補正をお願い
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するものであります。次に、第２項 徴税費、第１目 賦課徴収費で、人件費

所要額で１６３万円の減額をお願いするものでございます。 

最後に、第３款 国民健康保険事業費納付金、第１項 医療給付費分、第１

目 一般被保険者医療給付費分で、歳入でご説明いたしました令和６年度財政

安定化支援事業分納付金の確定に伴いまして、８７１万６千円の減額をお願い

するものであります。 

それでは１ページにお戻りいただけますでしょうか。予算総則を朗読いたし

ます。 

 

（ 予算総則朗読 ） 

 

以上、議案第５７号 令和６年度斑鳩町国民健康保険事業特別会計補正予算

（第３号）についての説明とさせていただきます。何卒温かいご審議を賜りま

して、原案どおり可決いただきますよう、よろしくお願いを申しあげます。 

 

説明が終わりましたので、質疑をお受けします。 中川議長。 

 

こんだけ給与で減額の補正ということは、職員さんの数が減ったということ

でええの。 

 

猪川国保医療課長。 

 

人事異動によりまして、１名分は減額になっております。その部分が大きく

変わったところです。休職中でありましたので、その分で減額しております。 

 

そんなら職員さんの数は減ってないということで理解しといたらええのか

な。 

 

おっしゃる通りでございます。 
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ほかにございませんか。 

 

（ な  し ） 

 

これをもって、質疑を終結します。 

お諮りします。本案については、当委員会として、原案どおり可決すること

にご異議ございませんか。 

 

（ 異議なし ） 

 

異議なしと認めます。よって、議案第５７号については、当委員会として、

満場一致で可決すべきものと決しました。 

次に、（４）議案第５８号 令和６年度斑鳩町介護保険事業特別会計補正予

算（第２号）についてを議題とします。 

理事者の説明を求めます。 中原福祉課長。 

 

それでは、議案第５８号 令和６年度 斑鳩町介護保険事業特別会計補正予

算（第２号）につきまして、ご説明申しあげます。 

はじめに、議案書を朗読いたします。 

 

（ 議案書朗読 ） 

 

今回の補正の内容につきましては、本年の人事異動による人件費の補正に伴

う費用、介護給付費で介護サービス等諸費、高額サービス等費、特定入所者介

護サービス等費、地域支援事業費で、介護予防・生活支援サービス事業費が当

初見積りを上回ることに伴う負担金補助及び交付金の費用等、諸支出金で、所

得更正による過年度の第１号被保険者保険料還付金の増額に伴う償還金利子及

び割引料の費用の予算補正に関するものであり、保険事業勘定の歳入歳出予算

の総額に、歳入歳出それぞれ１億２，７９９万４千円を追加し、歳入歳出それ

ぞれ２８億８，１３８万４千円とするものであります。 
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それでは、恐れ入りますが、補正予算書の７ページから８ページをお開きい

ただけますでしょうか。 

はじめに、歳入予算の補正についてであります。 

第３款 国庫支出金、第１項 国庫負担金、第１目 介護給付費負担金で、

介護給付費が当初見積りを上回ることから１，８５６万２千円の増額補正をお

願いしております。次に、第２項 国庫補助金、第３目 地域支援事業交付金

（包括的支援事業・任意事業）で、人事異動に伴う人件費として４４万１千円

の減額補正をお願いしています。 

次に、第４款 支払基金交付金、第１項 支払基金交付金、第１目 介護給

付費交付金で、国庫負担金で申しあげました同様の理由により３，２８７万７

千円の増額補正をお願いしております。 

次に、第５款 県支出金、第１項 県負担金、第１目 介護給付費負担金

で、こちらの科目につきましても国庫負担金で申しあげました同様の理由によ

り２，１０１万２千円の増額補正をお願いしております。 

次に、第２項 県補助金、第１目 地域支援事業交付金（包括的支援事業・

任意事業）で、人事異動に伴う人件費として２２万円の減額補正をお願いして

おります。 

９ページにお移りいただきまして、第８款 繰入金、第１項 一般会計繰入

金では、第１目 介護給付費繰入金で、国庫負担金で申しあげました同様の理

由により１，５２２万１千円の増額補正をお願いしています。次に、第２目 

地域支援事業費繰入金（包括的支援事業・任意事業）で人事異動に伴う人件費

として９８万２千円の減額補正を、第３目 地域支援事業費繰入金（総合事

業）で、介護予防・生活支援サービス事業費が当初見積りを上回ることに伴う

費用として６３０万１千円の増額補正を、第４目 地域支援事業費繰入金（高

齢者保健事業と介護予防の一体的事業）で人事異動等に伴う人件費として３万

２千円の増額補正を、第５目 その他一般会計繰入金で、人事異動に伴う人件

費として１６０万１千円の増額補正をお願いしております。 

次に、第２項 基金繰入金では、第１目 介護保険給付費準備基金繰入金

で、介護給付費及び地域支援事業の介護予防・生活支援サービス事業費が当初

見積りを上回ることから３，４０３万１千円の増額補正をお願いしています。 
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１１ページにお移りいただけますでしょうか。  

続いて、歳出予算でございます。第１款 総務費、第１項 総務管理費で、

歳入で申しあげました人事異動に伴う人件費で１６０万１千円の増額補正をお

願いしております。 

次に、第２款 介護給付費において、こちらも歳入で申しあげました介護給

付費が当初見積りを上回ることから 第１項 介護サービス等諸費、第１目 

介護サービス等諸費で１億１，１７７万４千円の増額補正を、第４項 高額サ

ービス等費、第１目 高額サービス諸費で５９３万９千円の増額補正を、１３

ページから１４ページにお移りいただきまして、第６項 特定入所者介護サー

ビス等費、第１目 特定入所者介護サービス等費で４０５万４千円の増額補正

をお願いしております。   

次に、第４款 地域支援事業費、第１項 介護予防・生活支援サービス事業

費、第１目 介護予防・生活支援サービス事業費においては、介護予防・生活

支援サービス事業費が当初見積りを上回ることから７５４万１千円の増額補正

を、第２目 介護予防ケアマネジメント費においては、人事異動に伴う人件費

で４万５千円の減額補正を、また、第１目と同様の理由により負担金補助及び

交付金で１０６万６千円の増額補正をお願いしております。次に、第２項 一

般介護予防事業費、１５ページにお移りいただきまして、第３項 包括的支援

事業・任意事業費においては、人事異動等に伴う人件費について、それぞれの

費目において補正予算を計上しております。次に、第４項 その他諸費、第１

目 審査支払手数料においては、介護予防・生活支援サービス事業費にかかる

手数料が当初見積りを上回ることから１万４千円の増額補正をお願いしており

ます。 

１７ページから１８ページにお移りいただきまして、次に、第５款 諸支出

金、第１項 償還金及び還付加算金では、所得更正による過年度の第１号被保

険者保険料還付金として３３万９千円の増額補正をお願いしております。 

次に、第６款 予備費、第１項 予備費で、今回の補正による財源の充用を

お願いしております。 

次に、サービス事業勘定の補正予算であります。 

サービス事業費が当初見積りを上回ることに伴い、歳入歳出予算の総額に、
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福祉課長 

 

 

 

 

委員長 

 

議 長 

 

 

 

歳入歳出それぞれ１９８万２千円を増額し、歳入歳出それぞれ１，８９５万円

とするものでございます。 

恐れ入りますが、補正予算書の ２５ページをお開きいただけますでしょう

か。 

はじめに、歳入予算の補正についてであります。 

第１款 サービス収入、第１項 予防給付費収入では、第１目 介護予防サ

ービス計画費収入で、要支援者のケアプラン作成数増による介護予防サービス

計画費収入の増加に伴い、１９８万２千円の増額補正をお願いするものであり

ます。 

次に、２７ページにお移りいただけますでしょうか。  

続きまして、歳出予算でございます。 

第２款 サービス事業費、第１項 居宅サービス事業費では、歳入で申しあ

げました同様の理由により、第１目 居宅介護予防サービス事業費で１９８万

２千円の増額補正をお願いするものであります。 

恐れ入りますが、１ページにお戻りいただけますでしょうか。 

予算総則書を朗読いたします。 

 

（ 予算総則書朗読 ） 

 

以上、議案第５８号 令和６年度 斑鳩町介護保険事業特別会計補正予算

（第２号）についての説明とさせていただきます。 

何とぞよろしくご審議いただきまして、原案どおり可決いただきますようお

願い申しあげます。 

 

説明が終わりましたので、質疑をお受けします。 中川議長。 

 

１２ページの給料増額、職員手当増額、共済費増額って、退手組合の負担金

だけ減額になるねんけど、これはどういうことでこうなるのか教えておいても

らえますか。 

国保のほうは給与から共済費、退手組合も全部減額になってるねんけど、こ
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委員長 

 

総務部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

議 長 

 

 

 

 

 

委員長 

 

 

 

 

委員長 

 

総務部長 

 

 

の介護のほうは退手組合の負担金だけ減額になっている。これどういうことで

こないなるのか教えてもらえますか。 

 

西巻総務部長。 

 

ただ今ご指摘の退手組合負担金の減額の件なんですけど、ここは全体として

１名減になっております。退手組合負担金については、この科目で処理させて

いただいてますんで、１名大きく減になった分が減額の影響でここで減額にな

っているということでございます。 

だからほかの科目というか、それぞれの人件費の科目ではなくて、退手組合

の負担金はこの総務管理費の一般管理費一本で管理しておりますんで、総額で

減額になっていると、その大きな原因は職員の途中退職１名がございましたん

で、その影響で減額になったということでございます。以上です。 

 

そしたら国保の１０ページやったら給与も減額、手当も減額、共済費も減

額、退手組合も減額となっとるねんけどな、これと同じようにならへんねん

な。その違いがわからへんねんけど。国保の１０ページあるやろ、それは全部

減額やねん、この介護の方だけ退手組合だけ減額で、他は増額やねん。これが

理解でけへん。 

 

暫時休憩いたします。 

 

（ 午前９時３２分 休憩 ） 

（ 午前９時３５分 再開 ） 

 

再開します。 西巻総務部長。 

 

なぜ国保のほうが影響額が少ないのかと申しますと、これらにかかる影響が

それぞれの部分で少なかったから介護と比べて少ない、５５万３千円となって

いるところでございます。以上です。 



 - 15 - 

 

議 長 

 

 

 

総務部長 

 

 

 

委員長 

 

 

 

 

委員長 

 

 

 

 

 

委員長 

 

 

 

 

議会事務

局長 

 

 

 

 

数字の影響額が少ないとかじゃなしに、聞いているのは、国保のほうは給与

から全部減額で、退手組合も減額でなったるのは、介護の方とまた処理する項

目がちゃうのかなと思ってんけどそうではない。 

 

人件費ですので、それぞれ処理する項目は一緒でございます。ただ、金額の

高いもの低いものがございまして、その中の影響で若干そういった形で影響額

が大きくなったり小さくなったりすることはございます。 

 

ほかにございませんか。 

 

 

（ な  し ） 

 

これをもって、質疑を終結します。 

お諮りします。本案については、当委員会として、原案どおり可決すること

にご異議ございませんか。 

 

（ 異議なし ） 

 

異議なしと認めます。よって、議案第５８号については、当委員会として、

満場一致で可決すべきものと決しました。 

次に、（５）陳情第２号 要望書についてを議題とします。 

議会事務局長の説明を求めます。 福田議会事務局長。 

 

おはようございます。 

それでは、陳情第２号 要望書について、ご説明をさせていただきます。 

まず、陳情文書表を朗読します。 

 

（ 陳情文書表朗読 ） 
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議会事務

局長 

 

 

 

 

 

委員長 

 

 

齋藤委員 

 

 

委員長 

 

議会事務

局長 

 

齋藤委員 

 

 

委員長 

 

濱委員 

 

 

 

 

 

 

２枚目以降に要旨をつけておりますが、要旨の朗読につきましては省略させ

ていただきます。 

陳情の趣旨は、軽度・中等度聴覚障がい児への補聴器購入助成制度に関し

て、制度対象者を示す説明文言の変更、購入助成対象項目の見直し、助成制度

にある所得制限の撤廃などを奈良県へ要請されたいとのことです。 

以上、簡単ではございますが、ご説明とさせていただきます。 

 

説明が終わりましたので、委員皆さんの質疑またはご意見をお受けいたしま

す。 齋藤委員。 

 

奈良県が出してます補聴器の制度っていうのは、要望どおりで正しいんでし

ょうか。 

 

福田議会事務局長。 

 

補聴器購入助成制度について記載しております現状の内容につきましては、

そのとおりであると担当課に確認しております。以上でございます。 

 

正しければ、陳情者の要望が否定することもないし、要望通り県にあげて叶

えてやっていただければありがたいというふうに思います。 

 

ほかにございませんか。 濱委員。 

 

齋藤委員がおっしゃったように、私もぜひともこれはあげていきたいなと思

っております。この要望書の内容を今まで細かいところまでよく知らなかった

部分も私はありまして、ちょっとびっくりするような対応を今されているとい

うことなのでね。しっかりとあげていって実現できたらいいなというふうに思

っています。斑鳩町はお年寄りの補聴器についての部分は、県下はじめて導入

してくださったというのは大変喜んでました。ですけど、お年寄りと違って子
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委員長 

 

横田委員 

 

 

 

委員長 

 

井上委員 

 

 

 

 

委員長 

 

宮﨑委員 

 

 

委員長 

 

 

 

 

 

どもさんがどんどん、要望書の中にもありますけども、大きくなっていくにし

たがってね、次から次へと新しくまた大きさの違う大きな子ども用っていう

か、そういったものを、保護者はそれを負担をしてきたというところではね、

すごく大変なことをしてきたんだなというふうに思ってます。ぜひともこの要

望書については提出したいなと思います。 

 

ただ今、濱委員と齋藤委員のご意見伺いましたが。 横田委員。 

 

４つの要望ということなんですけど、４のところのですね、所得制限を撤廃

するという文言があるんです、これがちょっと気になるんですけど、全体的に

は賛成ということです。 

 

井上委員。 

 

私も横田委員がおっしゃるとおり、何点か気になる点はあるんですけれど

も、希望されているということ、書面の緩和は必要であるという話のことで正

直思います。また、同じような形で賛成で県のほうに要望していただければと

思います。 

 

宮﨑委員。 

 

私も横田委員と同じ意見で、所得制限が設けられているというのがちょっと

気になるんですけど、別に採択で結構です。 

 

それでは陳情第２号については、委員皆さんのご意見をお聞きする中では、

賛成ということでありますので、当委員会として採択すべきものと決すること

にご異議ございませんでしょうか。 

 

（ 異議なし ） 
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濱委員 

 

委員長 

 

 

 

 

委員長 

 

 

 

 

 

委員長 

 

 

 

 

 

委員長 

 

 

 

異議なしと認めます。 

よって、陳情第２号については、当委員会として満場一致で、採択すべきも

のと決しました。 

陳情第２号については、当委員会として採択すべきものと決しましたが、意

見書については、発議方法などをどのようにするのか、委員皆さまのご意見を

お伺いしたいと思います。 濱委員。 

 

委員会発議でいいと違いますか。 

 

今、濱委員から委員会発議ということでご意見いただきましたけれども、皆

さんそれでよろしいでしょうか。 

 

（ 異議なし ） 

 

それでは、意見書を作成し、当委員会の発議により提出するとのご意見です

ので、意見書の内容についてとりまとめるために、暫時休憩いたします。 

 

（ 午前９時４３分 休憩 ） 

（ 午前９時４４分 再開 ） 

 

再開します。 

委員皆さまのお手元にお配りしている、意見書案を提出するべきとし、当委

員会の発議により本会議へ提出したいと思いますが、ご異議ございませんか。 

 

（ 異議なし ） 

 

異議なしと認めます。 

よって、当委員会の発議をもって意見書を提出します。 

次に、２．継続審査を議題とします。 

（１）環境保全及びごみ減量化・資源化の推進に関することについて、理事
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環境対策

課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員長 

者の報告を求めます。 東浦環境対策課長。 

 

それでは、環境保全及びごみ減量化・資源化の推進に関することにつきまし

て、ご報告をさせていただきます。 

戸別収集モデル事業に係ります進捗状況等についてでございますが、現在、

戸別収集モデル事業候補地域であります２３自治会を訪問し、事業概要等の説

明を行い、モデル事業への参加意向について確認を行っているところでござい

ます。 

訪問をいたしました多くの自治会においては、参加の意向を示していただい

ておりますが、自治会内でご相談をいただいているところもございまして、そ

の返答を現在、お待ちしている状況でございます。 

また、本年９月の当委員会におきまして、戸別収集モデル事業における生ご

みの戸別で出される場合の方法といたしまして、生ごみを小袋に入れ、口を縛

った状態で、カラスや猫等の被害防止のため、容器に収納して排出をいただく

という形で説明をさせていただきましたが、町全域での戸別収集を考える中

で、この小袋の購入費や、小袋に入った生ごみの堆肥化処理費などを精査する

中、可燃ごみ処理費と比較いたしまして、コストメリットを得ることが難しい

状況が想定されますことから、小袋による生ごみ排出から、バケツなどの容器

による排出に変更をしたところでございます。 

現在、当初想定をしておりました収集方法の変更もございますことから、収

集業者と協議調整を進めているところでございます。 

最後に今後の予定でございますが、間もなく戸別収集モデル事業に参加いた

だける自治会も決定いたしますことから、年内にはモデル事業自治会区域内各

世帯への事業周知チラシのポスティングを行いまして、年明けには、町広報紙

等により、戸別収集モデル事業の実施について、周知を行って参りたいと考え

ているところでございます。 

以上、継続審査であります環境保全及びごみ減量化・資源化の推進に関する

ことにつきましてのご報告とさせていただきます。 

 

報告が終わりましたので、質疑、ご意見があれば、お受けします。 
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齋藤委員 

 

 

 

 

 

委員長 

 

環境対策

課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

齋藤委員 

 

 

 

環境対策

課長 

 

 

齋藤委員。 

 

今、生ごみについて小袋をやめてバケツに入れるという話がありましたけど

も、これは今使っているバケツを利用するということですか。それとも例えば

可燃ごみと一緒にするという話もありましたけども、もっと大きなバケツを用

意して、可燃ごみと生ごみを同じバケツの中に入れてするとか、なんかその辺

のところは具体的になにか考えてますでしょうか。 

 

東浦環境対策課長。 

 

バケツで出していただきますのは、生ごみを分別いただいた場合は、生ごみ

のバケツなどの容器に入れていただいて、戸別に出していただくか、もしくは

生ごみの集積所、生ごみ分別収集モデル事業、今されている自治会は戸別で出

していただくか、集積所の、生ごみ集積所に出していただくかという方法にな

ると。 

今、齋藤委員がおっしゃるのは、可燃ごみを入れるような容器のことをおっ

しゃったかなと思うんですけども、その容器は、生ごみを分別いただくことで

可燃ごみを入れるバケツというのは、町といたしましては必要はないのかなと

考えておりますので、もし必要と各ご家庭のほうでご判断される場合は、各ご

家庭のほうでご用意いただいて、出していただくという形で考えているところ

でございます。 

 

生ごみのバケツありますけども、生ごみのバケツは今使っているバケツをそ

のまま使うということでしょうか、それとも新しいバケツを各家庭に配布する

ということでしょうか。 

 

今、町が考えておりますのは、まず生ごみ分別収集モデル事業を、現在実施

されておられない中の戸別収集モデル事業に参加される自治会については、生

ごみの分別バケツをお配りをしようと考えているところでございます。 

現在、生ごみ分別収集モデル事業をされている自治会で、新たに今回の戸別
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委員長 

 

濱委員 

 

 

 

 

収集モデル事業にご参加いただく自治会については、例えば今使っておられる

バケツが当初のお配りしているバケツが破損している場合は交換させていただ

いて、またこのバケツじゃないと町がお配りしたバケツじゃないと収集しない

わけではございませんので、使い勝手のいい、もしくはご家庭でご利用いただ

いている容器等ございましたら、それで排出していただいても結構かというふ

うに考えているところでございます。 

 

わかりました、可燃ごみについては可燃ごみの袋にそのまま出すとカラスが

来て食い散らしますんで、それに網をかけるとか、そういうのは個人でやって

くださいということで理解しておいてよろしいでしょうか。 

 

今、現在町といたしましては、戸別で出される場合、家の前で出される場合

のカラス等の対策につきましては、各世帯のほうで対策を講じていただくよう

に考えておるところでございます。 

 

わかりました、そうしましたら各家庭に大きなバケツを買ってきて、その中

に生ごみの小さなバケツ、町で配布します小さなバケツを入れて、その上に可

燃ごみを入れて蓋をしておいて出すというのはありでしょうか。 

 

絶対だめとは申さないんですけども、収集の作業効率を考えますと生ごみは

容器に入っておりますので、別で出していただいた方がありがたいというふう

に考えております。 

 

濱委員。 

 

今の齋藤委員の質問の中にもありましたけども、現在モデルっていうんです

か、生ごみの収集の自治会、実施している自治会というのと、今度の２３自治

会にお願いしているということですけれども、その中には今までに生ごみの分

別に参加してなかった自治会もあるということをおっしゃったように思うんで

すけれども、新しいやり方っていうのを全町に広げようというのが大きな目的



 - 22 - 

 

 

 

 

 

 

 

環境対策

課長 

 

委員長 

 

齋藤委員 

 

 

 

 

環境対策

課長 

 

 

 

 

委員長 

 

 

 

委員長 

 

 

であるんだと思っているんですけれども、今、生ごみを出しているので、経験

があるというかそういうところと、何もなくて生ごみも可燃物のところで出し

てはったというところではちょっと、差があると思うんです、住民の方にも。

その辺のところでは十分にしていただきたいなというのが思っているんですけ

れども。２３のうちどのぐらいの率で現在のモデルの自治会でないところって

いうのはあるんですか。数としては多いんですか。 

 

現在の戸別収集モデル事業をお願いしている自治会区域で約３割強ですね、

生ごみ分別収集モデル事業をされておられない地域となっております。 

 

ほかにございませんか。 齋藤委員。 

 

車が入れないようなところ、そういうところも戸別収集したいということで

申し出たら回収する方は車は入れないですから、奥まで入っていって回収する

ってことなんでしょうか。それとも、それはできないからどこかにまとめてく

ださいということでやる方向なのか、教えてもらえませんでしょうか。 

 

現在の収集業者と協議する中で、できるだけ今後全町的にごみ収集進める中

で、できるだけ戸別収集にいけるように車両体制を整えていきたいと、また車

がどうしても入っていけない地域については、車が駐車できる場所に収集車を

駐車いたしまして、徒歩等で回収を行う形で現在考えておるところでございま

す。 

 

ほかにございませんか。 

 

（ な  し ） 

 

これをもって、質疑を終結します 

継続審査については、報告を受け、一定の審査を行ったということで終わり

ます。 
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次に、３．各課報告事項を議題とします。 

（１）議案第５６号 令和６年度斑鳩町一般会計補正予算（第７号）につい

て、理事者の報告を求めます。 中原福祉課長。 

 

それでは、議案第５６号 令和６年度斑鳩町一般会計補正予算（第７号）に

つきまして、住民生活部が所管する内容について、ご説明申しあげます。 

まず、歳入からご説明させていただきます。 

補正予算書の９ページから１０ページをお願いいたします。 

はじめに、第１５款 国庫支出金、第１項 国庫負担金では、第１目 民生

費国庫負担金の、第２節 障害福祉費負担金で、障害者の介護給付・訓練等給

付費や、障害児福祉サービス給付費などが当初見積りを上回ることから、あわ

せて４，６２０万円の増額、第４節 児童手当負担金で、受給者数が当初見積

りを上回ることから、９７４万５千円の増額、第５節 医療対策費負担金で、

未熟児養育医療費給付費が当初見積りを上回ることから、５８万７千円の増額

をお願いするものでございます。 

次に、第２項 国庫補助金では、第１目 総務費国庫補助金の、第２節 戸

籍住民基本台帳費補助金で、戸籍の記載事項に氏名の振り仮名が追加されるに

あたり、戸籍に記載する予定の振り仮名を通知するための費用が補助対象とな

ることから、３８７万３千円の増額、第２目 民生費国庫補助金の、第１節 

児童福祉費補助金で、幼稚園型一時預かり事業委託料が当初見積りを上回るこ

とから、６８万円の増額をお願いするものであります。 

次に、第１６款 県支出金、第１項 県負担金では、国庫負担金と同様の理

由により、あわせて２，４５２万円の増額をお願いするものであります。 

１１ページから１２ページをお願いいたします。 

第２項 県補助金では、第２目 民生費県補助金の、第２節 児童福祉費補

助金で、子ども医療費の助成が当初見積りを上回ることから、子ども医療費補

助金１９９万４千円の増額、国庫補助金と同様の理由により、子ども・子育て

支援交付金６８万円の増額、第３節 障害福祉費補助金で、精神障害者医療費

の助成が当初見積りを上回ることから、６７万５千円の増額をお願いするもの

であります。以上が、歳入の補正内容であります。 
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１３ページから１４ページをお願いいたします。 

続きまして、歳出予算の補正についてであります。 

補正予算では、本年の人事異動等による人件費の補正をそれぞれの費目にお

いて計上しております。 

１５ページから１６ページをお願いいたします。 

主な歳出の内容につきまして、ご説明いたします。 

はじめに、第２款 総務費、第３項 戸籍住民基本台帳費では、人件費の補

正と、歳入で申しあげました戸籍の記載事項に氏名の振り仮名が追加されるに

あたり、戸籍に記載する予定の振り仮名を通知することに伴い、第１１節 役

務費で、１１４万８千円の増額、第１２節 委託料で、２７２万５千円の増額

をお願いするものであります。 

１７ページから１８ページをお願いいたします。 

第３款 民生費、第１項 社会福祉費では、第１目 社会福祉総務費、第２

７節 繰出金で、国民健康保険事業特別会計における人件費の予算補正と、国

保財政安定化支援事業分納付金の確定に伴う繰出として、あわせて１，９６８

万１千円の減額をお願いするものであります。 

第５目 医療対策費では、歳入で申しあげました子ども医療費の助成等が当

初見積りを上回ることから、あわせて７９１万６千円の増額をお願いするもの

であります。 

第７目 障害福祉費では、歳入で申しあげました障害者の介護給付・訓練等

給付費などが当初見積りを上回ることから、あわせて９，２４０万円の増額を

お願いするものであります。 

第９目 介護保険事業繰出費では、介護保険事業特別会計における人件費の

予算補正と、介護給付費や地域支援事業費が当初見積りを上回ることに伴う繰

出として、あわせて２，２１７万３千円の増額をお願いするものでございま

す。 

１９ページから２０ページをお願いいたします。 

第１０目 総合保健福祉会館管理運営費では、電気料金の高騰等により、光

熱水費１９９万５千円の増額をお願いするものであります。 

次に、第２項 児童福祉費では、第１目 児童福祉総務費で、歳入で申しあ
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委員長 

 

げました幼稚園型一時預かり事業委託料が当初見積りを上回ることから、第１

２節 委託料で、２０４万円の増額をお願いするものであります。 

第２目 保育園費では、第１０節 需用費で、電気料金の高騰等により、光

熱水費８３万１千円の増額をお願いするものであります。 

２１ページから２２ページをお願いいたします。 

第５目 児童手当支給事業費では、第１９節 扶助費で、歳入で申しあげま

した児童手当の受給者数が当初見積りを上回ることから、１，２００万円の増

額をお願いするものであります。 

次に、第４款 衛生費、第１項 保健衛生費では、第２目 感染症予防費で

は、ヒトパピローマウイルス感染症予防接種委託料が当初見積りを上回ること

から、１，３８２万６千円の増額をお願いするものであります。 

第３目 母子衛生費では、精神保健相談について、事業所委託としたことな

どから、会計年度任用職員給料など、あわせて３１２万５千円の減額をお願い

するものであります。 

第６目 火葬場費では、点検の結果、対応すべき保守等が必要となったこと

から、修繕料６３３万６千円の増額をお願いするものであります。 

２３ページから２４ページをお願いいたします。 

第２項 清掃費では、第２目 塵芥処理費で、戸別収集モデル事業の実施に

あたり、第１０節 需用費で、消耗品費２０８万５千円の増額をお願いするも

のであります。 

恐れ入りますが、５ページにお戻りいただけますでしょうか。 

第２表 繰越明許費についてであります。 

第２款 総務費、第３項 戸籍住民基本台帳費の戸籍振り仮名通知事業にお

いて、本年度末までの完了が見込めないことから、３８７万３千円の予算措置

をお願いするものであります。 

以上、議案第５６号 令和６年度斑鳩町一般会計補正予算（第７号）につい

て、住民生活部が所管する内容についての説明とさせていただきます。 

 

報告が終わりましたので、質疑、ご意見があれば、お受けします。 
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（ な  し ） 

 

 議案第５６号 令和６年度斑鳩町一般会計補正予算（第７号）について

は、当委員会の所管にかかる事項について報告を受けたことを確認します。 

 

次に、（２）塵芥収集車エンジンストールに伴う損害賠償請求について、理

事者の報告を求めます。 東浦環境対策課長。 

 

それでは、環境対策課より、塵芥収集車エンジンストールに伴う損害賠償請

求について、ご説明をさせていただきます。 

本事案につきましては、本年３月の当委員会におきまして、事案についてご

報告を申しあげ、委員会の２日後となります令和６年３月１６日に有限会社マ

ツヤ石油に対しまして、民法第５６６条に基づき、塵芥収集車２台に係ります

修理代等４３７万８千円の損害賠償請求を行いました。 

その後、令和６年３月２１日に請求先であるマツヤ石油及び仕入先業者とも

面会をいたしましたが、損害賠償請求に対して納得もされず、また、支払いの

意思がないものと確認されましたことから、今後の対応について顧問弁護士等

と協議を進めてきたところでございます。 

そして、この度、顧問弁護士事務所の方から、内容証明郵便での最終督促と

いう形で、マツヤ石油に対して通知することとし、現在、その手続きを進めて

いるところであります。 

この最終督促につきましては、通知後１０日以内に損害賠償額を指定口座に

振り込むよう明記しており、期限内に入金が確認できない場合には、法的措置

を取る予定があることも申し添えております。 

この最終督促に請求先であるマツヤ石油が応じない場合、法的措置でありま

す訴訟となりますが、地方自治体が原告として訴訟を提起する場合、地方自治

法第９６条第１項に基づきます議会の議決が必要となりますことから、令和７

年３月議会に訴えの提起について、また、訴訟に係ります費用について補正予

算を上程させていただく予定でありますので、予め、ご了承いただきますよう

よろしくお願い申しあげます。 
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以上、塵芥収集車エンジンストールに伴う損害賠償請求についてのご報告と

させていただきます。 

 

報告が終わりましたので、質疑、ご意見があれば、お受けします。 

宮﨑委員。 

 

今の話ですとまだ請求してないということで、これから請求するんですか

ね、３月議会で議決するということは遅くないんですか。その辺がちょっと気

になったんで。 

 

東浦環境対策課長。 

 

請求に関しましては、先ほどご説明させていただきましたが、本年３月１６

日に相手方に対して請求をさせていただきました。その後相手先の、当町の請

求に対し納得もされずに支払いの意思がないということで、その後顧問弁護士

とも協議を進めてきて、この状況になった次第でございます。 

現在、顧問弁護士とも内容証明郵便の送付等に関する契約を締結いたしまし

て、まもなく顧問弁護士の方から、相手方に対して内容証明郵便が送付される

ものと考えているところでございます。 

 

議会の専決処分とか、そういうのをしなくてもいいのかということを聞いて

いるねんけど。つくっているのはわかってるんですけどもね、それが弁護士さ

んと、いつ発送されるのかわかりませんけど、３月の議会でそれを承認して

て、間に合うのかどうかなというのを聞かせていただきたいんですけども。 

 

発送いたしまして、１０日後に支払いがない場合は、訴訟に移ってまいりま

す。この訴訟につきましては、地方自治法第９６条第１項に基づきます議会の

議決が必要になってきますことから、専決事項では訴えをできないということ

で、最短の３月議会で進めさせていただきたいというふうに考えているところ

でございます。 
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３月しか無理やということやったら仕方ないですけども、弁護士さんにいっ

て年内に出さはるのか、それか期日を決めて３月議会に調整して出さはるのか

それが私らも理解でけへんので、ちょっと早めにやったほうがいいのか、それ

とも３月議会にあわせてやるんやったら、期間を１０日以内と言ってはるか

ら、それに合わせてされるのか、その辺を聞きたかったんですけどもね。 

 

本事案につきましては、これまでも顧問弁護士と細かい点まで協議をさせて

いただきまして、当町のスケジュール感、また弁護士さんのスケジュール感と

あわせまして、３月議会で進めていくということで協議をさせていただいたと

ころでございますので、ご理解をいただきたいと思います。 

 

ということは、３月議会で構わないということで議会の方は理解しておいた

らいいんですかね。そういうふうにあわせて出すということで、期日も決めて

おられたんで、１０日以内ということで、そんなら１０日以内になかったら３

月議会でそれを提出するというんか、裁判するんやろから、それで間に合うと

いうことで理解させてもらったらそれでいいですかね。 

 

加藤副町長。 

 

今、担当課長申しあげましたとおり、訴訟を想定した準備、協議をさせてい

ただいております。その中で今週かぐらいにはご通知を差しあげる形になると

思いますけれども、それでいきますとだいたい期限が年内いっぱいいっぱいご

ざいますので、年明け以降にそういった納付がなされる確認がされなかった場

合については、訴訟に向けて準備書面等もございますので、そのあたりの整理

を含めまして、３月議会に上程させていただくのが妥当ということで、弁護士

とも確認をさせていただいております。以上でございます。 

 

ほかにございませんか。 
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課長 

 

 

 

 

 

 

委員長 

 

 

 

委員長 

 

 

 

 

（ な  し ） 

 

他に理事者側から報告しておくことはございませんか。 中原福祉課長。 

 

福祉課より１点、報告がございます。低所得世帯に対する給付金についてで

あります。 

現在、国において調整が進められております、低所得世帯に対する給付金に

つきまして、国の補正予算が成立し、制度詳細が確定しましたら、できる限り

早く支給を行うため、補正予算の専決処分により対応させていただきたいと考

えておりますので、ご理解賜りますようよろしくお願いいたします。 

 

猪川国保医療課長。 

 

国保医療課から１点報告がございます。 

令和６年度の第２回奈良県国民健康保険市町村連携会議が、令和６年１２月

４日に開催されまして、令和７年度の国民健康保険事業費納付金の仮算定結果

が示されたところであります。 

令和７年度の仮算定におきましては、医療費推計、国等からの交付される財

源見込などを勘案し算定された結果、その結果令和７年度の統一保険料率の改

定を要しないということの報告がありましたので、ご報告を申しあげます。 

 

この報告について、質疑、ご意見があれば、お受けします。 

 

（ な  し ） 

 

ないようですので、各課報告事項については終わります。 

次に、４．その他について、各委員から質疑、ご意見があれば、お受けしま

す。 

 

（ な  し ） 
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委員長 

 

 

 

 

 

 

委員長 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員長 

 

 

 

町 長 

 

委員長 

 

ないようですので、その他については終わります。 

次に、継続審査について、お諮りします。 

お手元に配布しております申出書のとおり、当委員会として引き続き調査を

要するものとして、このように決定することにご異議ございませんか。 

 

（ 異議なし ） 

 

異議なしと認めます。 

議長におかれましては、継続審査の手続きをとっていただきますよう、よろ

しくお取り計らいをお願いします。 

以上をもちまして、本日の審査案件については全て終了しました。 

なお、本日の委員会報告のまとめについては、正副委員長にご一任いただき

たいと思いますが、ご異議ございませんか。 

 

（ 異議なし ） 

 

異議なしと認めます。 

それでは、閉会にあたり、町長の挨拶をお受けします。 

中西町長。 

 

（ 町長挨拶 ） 

 

これをもって、厚生常任委員会を閉会します。 

お疲れさまでした。 

                  （ 午前１０時１５分 閉会 ） 

 


